
■対象区域の概要
○名称 高蔵寺ﾆｭｰﾀｳﾝ
○面積 約700ha
○人口 42,497人

（R4.4.1現在）

 対象区域のビジョン

○新たなモビリティサービ
スと既存交通とのベスト
ミックスによる快適なまち
『高蔵寺ニューモビリティ
タウン』を目指す。

高蔵寺スマートシティプロジェクト（高蔵寺スマートシティ推進検討会） １
■成熟した資産を活かしつつ、新たなモビリティサービスの導入などにより、新たな若い世代への居住
促進と全ての住民への安らぎを提供し続けることで、持続可能で暮らしやすいまちの実現を目指す。

■本事業全体の概要

・高蔵寺ニュータウンをフィールドに、モビリティ施策を中心とする８つのプロジェク
トを各ステークホルダーと連携しながら推進。

位置図

【高蔵寺スマートシ
ティプロジェクト】
①限定区域内ラスト
マイル自動運転
②タクシー高度利用
(相乗り等)
③基幹交通の自動
運転化検討
④駐車場車室マネ
ジメント
⑤スマートメーター
による地域見守り
⑥ゴミ収集車稼働マ
ネジメント
⑦パーソナルモビリ
ティシェアサービス
⑧交通結節点のス
マート化



高蔵寺スマートシティプロジェクト（高蔵寺スマートシティ推進検討会） ２
運営体制スマートシティの目標(KPIの設定)

導入技術

（取り組みの効果を測定するための３つの視点）
1.自治体の目指す姿からのKPI
「要介護等認定率」「ニュータウンへの転入・転居者数
」「戸建て住宅の空き家率」
2.スマートシティプロジェクト実施からのKPI
「移動の選択肢数」「ゆっくり自動運転/相乗り・ユニバ
ーサルタクシー利用数」
3.スマートシティプロジェクトを展開するためのKPI
「地域説明会参加者数」「ホームページアクセス件数」

・高蔵寺スマートシティプロジェクトには、自動運転や交通社会ダイナミックマップ、ＡＩなどの先進技術を活用
・各プロジェクトには、分散型データプラットフォームの活用を検討

・春日井市、名
古屋大学を推進
主体とし、プロジ
ェクトに応じた関
係者間の連携
により推進



高蔵寺スマートシティプロジェクト（高蔵寺スマートシティ推進検討会） ３
ビジネスモデル スケジュール

・サービス利用者（地域住民）を中心に、春日井市、
名古屋大学、交通事業者、民間事業者（商業、医療
）、まちづくり会社（エリアマネジメント）など、地域に
おけるあらゆるステークホルダーが協力、連携する
ことで、サービスに対する適正な対価を支払う仕組
みを構築し、地域全体で持続可能なランニングスキ
ームとすることを目指す。

・高蔵寺スマートシティプロジェクトに掲げる各プロジェク
トを、関連計画（高蔵寺リ・ニュータウン計画、公共交通
網形成計画等）と連携しながらそれぞれのプロジェクト
において社会実装を目指し、快適な移動を含めた暮らし
やすいまちを目指す。



高蔵寺スマートシティプロジェクト（高蔵寺スマートシティ推進検討会） ４
・ニュータウン内の拠点施設中心に、あらゆるモビリティサービスが繋がることで、快適な移動の実現を目指す。
・新しいサービスと既存交通のベストミックス（モビリティ・ブレンド）による『高蔵寺ニューモビリティタウン』を実現する。


